
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
ほめるということ・・子どもは未来の宝 明日への希望 

 
校長 桃北 紀和 

 

 授業中の教室を回ると様々なほめ言葉が聞こえてきます。「よくできたねえ。」「きれいに
書けたねえ。」「すばらしい。」最近は英語も聞かれます。¨Good job!¨¨Great!¨そのた
びに子どもたちは笑顔です。大人でも誉められていやな方はいらっしゃらないと思いま
す。ましてや子どもたちは自信にあふれ達成感いっぱいの表情を見せてくれます。 

 学級通信などにも子どもたちの頑張りが載っていることがあります。それを見られて御
自分のお子さんであれば「○○（名前）頑張ったね。」とほめてくださっていることでしょ
う。内容によっては，晩ごはんのおかずが一品増えるかもしれません。同じクラスのお子
さんであれば「○○ちゃんて頑張ってるんだね。」と親子の会話をされることと思います。
また，少年団やスーパーでの買い物などで直接○○さんと会えば「○○ちゃんすごいね。」
などほめてくださっていると思いまし，本人でなくても御家族と会えば「お宅の○○さん
すごいね。載ってたね。」と話されているのではないでしょうか。 

 あいさつもそうですが，子どもたちをほめるということは，学校・家庭・地域の連携が

あってのことだと考えています。その点，市来の保護者や地域の方々は，子どもたちをい
っぱいほめたり，子ども会や地域行事などで，ほめる機会を作ってくださったりしている
のでたいへんありがたく思っています。 

 私が今思案しているのは，毎年６年生に実施する全国学力・学習状況調査で「先生にほ
められた。」という子どもの割合が全国より低いことです。これは，市来小だけでなく県内
の多くの小学校でみられることです。「こんなに先生方はほめているのに，子どもたちの受
け止め方は，もっともっとほめてほしいと感じている。」 

 ある方は「先生たちは，子どもたちがここまで成長や努力をしたらほめるという基準を
もってますよね。その基準が，子どもたちがほめてほしいと思っていることとずれている
んじゃないですか。」とおっしゃいました。この考え方でいけば，子どもたちをほめるに
は，量的なものだけでなく質的なもの，それも子どもたちが求めているものを把握してほ

めるということになります。まさにプロ教師の腕の見せどころということになりそうで
す。 

 田畑市長さんが，いろんな行事のあいさつの中で，「子どもは未来の宝 明日への希望」
とおっしゃいます。私たちがほめることで，子どもたちが自信をもち，未来の市来を背負
う大人に成長してもらうべく，努力していきたいと考えています。 
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 1１月２７日（火）に市来中学校で 6 年生の乗り入れ授業を行いました。 

昨年，公開研究会の反省から，中学校で授業を行うことはとても効果的であるとい 

った意見があり，今年度は中学校の定期テストの期間に，中学校の教室をお借りして 

外国語活動の授業を行いました。川上小学校の児童との合同学習も兼ねているので， 

中１ギャップ解消にもつながったことと思います。 



読書を通じて心豊かな子に 
市女性連の皆様から，バザーの収益金を寄付し

ていただきました。学校の図書購入のために役立
ててほしいと，毎年市内の小中学校に贈っていた
だいています。温かい善 
意を有効に使わせていた 
だき，読書に親しむ子ど 
もたちの育成に生かした 
いと思います。ありがと 
うございました。 

 

３日(金)市成人式 

８日(水)始業式，大そうじ（給食あり） 

９日(木)ＰＴＡ防犯パトロール(２の１)  

１１日(土)命の日，一部教科担任制授業（５・６年生） 

      集団下校 

１５日(水)鹿児島学習定着度調査(５年:１６日まで) 

１８日(土)ＰＴＡ防犯パトロール（２の１） 

２０日(月)集金日(２２日まで) 

     給食指導強調週間(２４日まで) 

２１日(火)６年生租税教室 

２２日(水)給食試食会，食育講演会 

     授業参観，学級ＰＴＡ，半成人式（4 年生） 

２９日(水)地震・津波避難訓練 

代表委員会・児童保健委員会 

３１日(金)薩摩藩英国留学生記念館見学（6 年生） 

     市来中学校体験入学・説明会（6 年生） 

１１日(金)幼小中合同家庭教育学級（市来中） 

 

「神村学園吹奏楽部」演奏に魅了 
１１月２９日（金）に芸術鑑賞会があり，今年度は

神村学園高等部の吹奏楽部を招待しました。当日は部
員５４名の演奏に圧巻されるとともに，マーチングや
本校金管バンドとの合同演奏など，多彩なステージ演
出に，子どもたちも魅了されていました。 
特にカラーガードのフラッグやバトンの演技は，子

どもたちの興味も高く，迫力や多彩な技に視線が釘付
けでした。 
今回の芸術鑑賞会を通して，金管バンドの子どもた

ちのモチベーションも上がったことでしょう。そして
何より，音楽や楽器のすばらしさに感動し，心豊かな
子どもたちが育つことを期待しています。 

 

  

 

 

 

 

目標に向かって，持久走大会  

１２月６日(金)，持久走大会を開催しました。当日は，急激な気温の低下に伴

い体調を心配しましたが，子どもたちは寒さに負けず元気よく走ることができ

ました。多くの保護者の声援に加え，今年も消防署や保護者の方々に伴走してい

ただき，子どもたちの力を最大限に引き出していただきました。 

本校は，週末の運動量について個人差が大きく，継続した体力向上に課題があ

りました。この頑張りを 5 月の体力テストまで持続させるために，朝の体力つ

くりに加え，家庭での体力つくりが習慣化するように啓発していこうと思いま

す。「運動は健康の源」を合い言葉に，年末年始の運動不足を解消し，子どもた

ちの体力向上に努めていきましょう。 

収穫の秋、味覚の秋で交流  

本校の特色ある学習活動に，１・２年生の生活科

における，いもの苗植えからいもほり体験があり

ます。また，５年生は総合的な学習の時間で，もち

米の種まきから稲刈りまでを体験します。 

そして，待ちに待った収穫祭がありました。11

月 26 日（水）１・２年生は，幼稚園と合同でふか

しいも体験をしました。今年から焼き芋からふか

しいもに変更しましたが，子どもたちは，ほくほく

のおいもに感激していました。 

また，５年生は保護者の協力をもらい，もちつき

を体験しました。   

今年は，昨年より収穫量は減りましたが，もちつ

き大会も盛大に行うことができました。つきたて

のおもちをおいしくいただきました。 

入賞おめでとうございます 

【飲酒・喫煙・薬物乱用防止標語】 
特選 1 年 上野 聖愛 ・ 2 年 児島 翔瑛 
   5 年 石堂 未遥 
【県児童作文コンクール（県審査）】 
入選  ２年 福山 里依咲 
【第２４回トンボロ芸術村コンテスト（書道）】 
ＮＨＫ賞 ６年  岩下 由依 
入 選 ５年 鶴窪 千博 

【お詫び】先月号でお伝えした市小学校陸上記録会入賞者の訂正

があります。関係の方々に御迷惑をおかけしました。 

（誤）6年生男子走り高跳び 第 2位 赤﨑 逢來 

（正）同上 第 1位 赤﨑 逢來  

 


